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翻訳   「長崎原爆の青い目の語り部」1 
― ポール コブレットのインタービュー ― 
The Paul Couvret Story  
Survivor of a Japanese POW Camp and Nagasaki A-Bomb 
 




【要 約】  
[Abstract] 
In 1999 Paul Couvret visited Fukuoka as a member of the international exchange 
group “The Friendship Force” .  The group from Australia was made up of couples in 
their 40s and 50s, so the single Couvret aged in his 70s, and his experience as a 
Prisoner of War in Nagasaki was unusual for the group, let alone an Australian 
visiting Japan. An interview with Couvret was conducted by the author and the 
interview was broadcast in Northern Kyushu  (LOVE FM) over four weeks in 1999. 
The following translation is an attempt to bring the unique war and hibakusha 
experiences of Couvret to the non-English speaking Japanese community.  
平成 11 年に「フレンドシップフォース」という国際交流団体の一員としてポール  コ
ブレット氏はオーストラリアから福岡を訪れた。その団体は主に 40・ 50 代の夫婦で構成
されていたが、 70 代のコブレット氏は異例な存在だった。彼は日本帝国軍の捕虜と長崎
原爆の被爆の経験を持ちながら訪日したオーストラリア人だったのだ。当翻訳の筆者は
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Designated manager in sports facili ties  
 
桑野 裕文  
Hirofumi Kuwano 
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成 15）年 9 月の同法改正を受け「指定管理者制
度」が導入された。この制度の導入により、経費
削減、経営効率化、住民サービスの向上などを目
的に、これまでは不可能であった民間事業者やＮ
ＰＯ法人など多様な事業者が参入することが可能
となった。さらには、新規雇用の創出が期待され
た。同制度も１０数年を経過した。この間、管理
運営団体が公共団体から民間企業に代わりその後
また公共団体に戻った事例や、期間の更新により
１期目・２期目・３期目・４期目と継続して手掛
け、その間様々な仕組みを構築している事例など
がある。一方、制度の問題点や課題も浮き彫りと
なってきている。本研究ノ－トでは、スポ－ツ施
